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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年5月24日(2012.5.24)

【公開番号】特開2010-5283(P2010-5283A)
【公開日】平成22年1月14日(2010.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2010-002
【出願番号】特願2008-170803(P2008-170803)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月29日(2012.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報を可変表示する可変表示部を備え、前記可変表示
部における識別情報の表示結果があらかじめ定められた特定表示結果となったときに、遊
技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　前記特定表示結果とするか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される以前に決定す
る事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果にもとづいて、識別情報の可変表示が開始されてから表示
結果が導出表示されるまでに一旦非特定表示結果となる識別情報を仮停止させた後に全て
の識別情報について可変表示を再度実行する再可変表示を１回または複数回実行するため
の再変動パターンを含む複数種類の変動パターンからいずれかの変動パターンを決定する
変動パターン決定手段と、
　前記変動パターン決定手段によって決定された変動パターンにもとづいて、前記識別情
報の可変表示を実行する可変表示制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果にもとづいて、前記特定表示結果となる可能性があること
を報知する予告演出である予め定められた系統に従って１段階から複数段階まで演出が段
階的に変化するステップアップ予告演出の演出態様を、前記特定表示結果となる場合に前
記特定表示結果とならない場合よりも高い割合で予め定められた段階まで演出が変化する
ように決定するステップアップ予告演出決定手段と、
　前記ステップアップ予告演出決定手段の決定結果にもとづいて前記ステップアップ予告
演出を実行するステップアップ予告演出実行手段とを備え、
　前記変動パターン決定手段は、再可変表示をＮ回実行する第１再変動パターンよりも、
再可変表示をＭ回（Ｎ＜Ｍ）実行する第２再変動パターンの方が、前記事前決定手段にお
いて前記特定表示結果とすると決定されている可能性が高くなるように設定された変動パ
ターン決定用データを用いて、前記再変動パターンを決定し、
　前記ステップアップ予告演出実行手段は、前記可変表示制御手段による識別情報の可変
表示の実行中において、前記識別情報の可変表示の開始から初回の仮停止までの期間、お
よび１回実行される再可変表示中の期間または複数回実行される再可変表示中の各々の期
間に前記ステップアップ予告演出を実行し、
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　前記ステップアップ予告演出決定手段は、前記変動パターン決定手段が前記第２再変動
パターンを決定したときにのみ、Ｎ回目の再可変表示中の期間において実行されるステッ
プアップ予告演出としてａ（ａ≧２）段階未満の段階数のステップアップ予告演出の演出
態様を決定する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技媒体を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始さ
せることが可能となり、各々を識別可能な複数種類の入賞用識別情報を可変表示させる入
賞用可変表示部に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該入賞用可変表示
部に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能である遊技機であって、
　前記入賞用可変表示部の表示結果が導出される前に、遊技者にとって有利な特定遊技状
態への移行を伴う特定入賞を含む複数種類の入賞各々の発生を許容するか否かを決定する
入賞用事前決定手段と、
　前記入賞用事前決定手段の決定結果に応じて、前記入賞用可変表示部に表示結果を導出
させる制御を行なう入賞用導出制御手段と、
　前記特定入賞に対応する特定入賞表示結果が前記入賞用可変表示部に導出されたときに
、前記特定遊技状態に制御する特定遊技状態制御手段と、
　各々を識別可能な複数種類の演出用識別情報を可変表示する演出用可変表示部と、
　前記演出用可変表示部における演出用識別情報の表示結果があらかじめ定められた特殊
表示結果となることによって、遊技者にとって有利な状態に移行する移行条件が成立して
いることを示唆する示唆演出手段と、
　前記特殊表示結果とするか否かを、演出用識別情報の表示結果が導出表示される以前に
決定する演出用事前決定手段と、
　前記演出用事前決定手段の決定結果にもとづいて、演出用識別情報の可変表示が開始さ
れてから表示結果が導出表示されるまでに一旦非特殊表示結果となる演出用識別情報を仮
停止させた後に全ての演出用識別情報について可変表示を再度実行する再可変表示を１回
または複数回実行するための再変動パターンを含む複数種類の変動パターンからいずれか
の変動パターンを決定する変動パターン決定手段と、
　前記変動パターン決定手段によって決定された変動パターンにもとづいて、前記演出用
識別情報の可変表示を実行する演出用可変表示制御手段と、
　前記演出用事前決定手段の決定結果にもとづいて、前記特殊表示結果となる可能性があ
ることを報知する予告演出である予め定められた系統に従って１段階から複数段階まで演
出が段階的に変化するステップアップ予告演出の演出態様を、前記特殊表示結果となる場
合に前記特殊表示結果とならない場合よりも高い割合で予め定められた段階まで演出が変
化するように決定するステップアップ予告演出決定手段と、
　前記ステップアップ予告演出決定手段の決定結果にもとづいて前記ステップアップ予告
演出を実行するステップアップ予告演出実行手段とを備え、
　前記変動パターン決定手段は、再可変表示をＮ回実行する第１再変動パターンよりも、
再可変表示をＭ回（Ｎ＜Ｍ）実行する第２再変動パターンの方が、前記演出用事前決定手
段において前記特殊表示結果とすると決定されている可能性が高くなるように設定された
変動パターン決定用データを用いて、前記再変動パターンを決定し、
　前記ステップアップ予告演出実行手段は、前記演出用可変表示制御手段による演出用識
別情報の可変表示の実行中において、前記演出用識別情報の可変表示の開始から初回の仮
停止までの期間、および１回実行される再可変表示中の期間または複数回実行される再可
変表示中の各々の期間に前記ステップアップ予告演出を実行し、
　前記ステップアップ予告演出決定手段は、前記変動パターン決定手段が前記第２再変動
パターンを決定したときにのみ、Ｎ回目の再可変表示中の期間において実行される前記ス
テップアップ予告演出としてａ（ａ≧２）段階未満の段階数のステップアップ予告演出の
演出態様を決定する
　ことを特徴とする遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　事前決定手段によって特定表示結果としない旨の決定がなされたことにもとづいて、識
別情報の可変表示状態を所定のリーチ状態とするか否かを決定するリーチ決定手段と、事
前決定手段の決定結果またはリーチ決定手段による決定結果の少なくとも一方にもとづい
て、再変動パターン種別を含む複数種類の識別情報の変動パターン種別のいずれかに決定
する変動パターン種別決定手段とを備え、変動パターン決定手段は、変動パターン種別決
定手段により決定された変動パターン種別に含まれる変動パターンの中から識別情報の変
動パターンを決定し、可変表示制御手段は、変動パターン決定手段の決定結果に対応して
、識別情報の可変表示中に当該識別情報の可変表示を含む演出動作を実行するように構成
されることによって、プログラム容量の増加を招くことなく、リーチ状態とならない場合
においても多様な演出を実行して遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項２記載の発明では、変動パターン決定手段は、再可変表示をＮ回実行する第１再
変動パターンよりも、再可変表示をＭ回（Ｎ＜Ｍ）実行する第２再変動パターンの方が、
演出用事前決定手段において特殊表示結果とすると決定されている可能性が高くなるよう
に設定された変動パターン決定用データを用いて、再変動パターンを決定し、ステップア
ップ予告演出実行手段は、演出用可変表示制御手段による演出用識別情報の可変表示の実
行中において、演出用識別情報の可変表示の開始から初回の仮停止までの期間、および１
回実行される再可変表示中の期間または複数回実行される再可変表示中の各々の期間にス
テップアップ予告演出を実行し、ステップアップ予告演出決定手段は、変動パターン決定
手段が第２再変動パターンを決定したときにのみ、Ｎ回目の再可変表示中の期間において
実行されるステップアップ予告演出としてａ（ａ≧２）段階未満の段階数のステップアッ
プ予告演出の演出態様を決定するように構成されているので、遊技者はＮ回目の再可変表
示中の期間においてａ段階未満の段階数のステップアップ予告演出が実行されたときは再
可変表示がＮ回よりも多い回数実行されることを認識できるため、特殊表示結果に対する
期待感を高め、遊技の興趣の向上を図ることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　演出用事前決定手段によって特殊表示結果としない旨の決定がなされたことにもとづい
て、演出用識別情報の可変表示状態を所定のリーチ状態とするか否かを決定するリーチ決
定手段と、演出用事前決定手段の決定結果またはリーチ決定手段による決定結果の少なく
とも一方にもとづいて、再変動パターン種別を含む複数種類の演出用識別情報の変動パタ
ーン種別のいずれかに決定する変動パターン種別決定手段とを備え、変動パターン決定手
段が、変動パターン種別決定手段により決定された変動パターン種別に含まれる変動パタ
ーンの中から演出用識別情報の変動パターンを決定し、演出用可変表示制御手段が、変動
パターン決定手段の決定結果に対応して、演出用識別情報の可変表示中に当該演出用識別
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情報の可変表示を含む演出動作を実行するように構成されることによって、プログラム容
量の増加を招くことなく、リーチ状態とならない場合においても多様な演出を実行して遊
技の興趣を向上させることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ステップアップ予告演出は、３段階以上の演出態様に段階的に変化可能であり、変動パ
ターン決定手段は、再可変表示をＭ回実行する第２再変動パターンよりも、再可変表示を
Ｌ回（Ｍ＜Ｌ）実行する第３再変動パターンの方が、事前決定手段において特定表示結果
とすると決定されている可能性または演出用事前決定手段において特殊表示結果とすると
決定されている可能性が高くなるように設定された変動パターン決定用データを用いて、
再変動パターンを決定し、ステップアップ予告演出決定手段は、変動パターン決定手段が
第３再変動パターンを決定したときにのみ、Ｍ回目の再可変表示中の期間において実行さ
れるステップアップ予告演出としてｂ（ｂ≧３）段階未満の段階数のステップアップ予告
演出の演出態様を決定するように構成されることによって、Ｍ回目の再可変表示中の期間
においてｂ段階未満の段階数のステップアップ予告演出が実行されたときは再可変表示が
Ｌ回実行されることが確定することになり、Ｎ回目の再可変表示中のみならずＭ回目の再
可変表示中においても特定表示結果または特殊表示結果に対する期待感を高め、遊技の興
趣の向上を図ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　ステップアップ予告演出決定手段が、一の再可変表示中の期間において実行されるステ
ップアップ予告演出の段階数が所定段階であるときに当該一の再可変表示よりも後の再可
変表示中の期間において実行されるステップアップ予告演出の段階数が所定段階以上とな
るように設定された予告決定用データを用いて、ステップアップ予告演出の演出態様を決
定するように構成されることによって、再可変表示中の期間において実行されるステップ
アップ予告演出の段階数が、その再可変表示よりも前の再可変表示中の期間において実行
されたステップアップ予告演出の段階数よりも少なくならず、特定表示結果または特殊表
示結果に対する期待感を効果的に高めることができるとともに、遊技者に不信感を与える
ことを防止することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ステップアップ予告演出実行手段が、再変動パターン以外の変動パターンにもとづく識
別情報または演出用識別情報の可変表示の実行中においてステップアップ予告演出を実行
し、ステップアップ予告演出決定手段が、ステップアップ予告演出の演出態様として予め
定められた通常系統で演出が段階的に変化する通常ステップアップとするか、所定段階ま
では通常系統と共通の演出に変化し、所定段階以降は通常系統と異なる演出に変化する分
岐系統で演出が段階的に変化する分岐ステップアップとするかと、演出の変化の段階数と
を予告決定用データを用いて決定するように構成されることによって、通常ステップアッ
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プが分岐するため、ステップアップ予告演出パターンにバリエーション（多様性）を持た
せることができ、より一層の遊技の興趣の向上を図ることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　遊技者が操作可能な操作手段を備え、分岐ステップアップは、遊技者による操作手段の
操作に応じて実行されるように構成されることによって、遊技者の遊技への参加意欲を喚
起し、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　事前決定手段の決定結果にもとづいて特定表示結果または特殊表示結果となる可能性が
あることまたは演出用事前決定手段の決定結果にもとづいて特殊表示結果となる可能性が
あることを報知する予告演出であり、ステップアップ予告演出とは異なる特定予告演出を
実行する特定予告演出実行手段と、ステップアップ予告演出と特定予告演出とが可変表示
中の同一期間に同時に実行されることのないようにいずれの予告演出とするかを決定する
予告演出種類決定手段とを備えるように構成されることによって、ステップアップ予告演
出と特定予告演出とが同時に実行されて遊技者にとって予告演出の内容が認識困難となる
のを防止することができる。さらに、制御フローを簡易化することができるとともに、制
御負担の軽減を実現することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　事前決定手段の決定結果にもとづいて特定表示結果または特殊表示結果となる可能性が
あることまたは演出用事前決定手段の決定結果にもとづいて特殊表示結果となる可能性が
あることを報知する予告演出であり、ステップアップ予告演出および特定予告演出とは異
なる特別予告演出を実行する特別予告演出実行手段と、特別予告演出をステップアップ予
告演出または特定予告演出と可変表示中の同一期間に同時に実行するか否かを決定する特
別予告演出決定手段とを備えるように構成されることによって、ステップアップ予告演出
（通常ステップアップ、分岐ステップアップ）または特定予告演出と同時に実行可能な特
別予告演出をさらに備えることになるため、遊技者の特定表示結果（大当り）に対する期
待感をより一層高めて遊技の興趣の向上を図ることができる。
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